
J
A
で
は
、
出
荷
連
絡
や
数
量
確
認
を
こ
れ
ま
で

の
伝
票
に
代
わ
り、
ス
マ
—
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

共
有
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
「
n
i
m
a
r
u
J
A

（
ニ
マ
ル
ジ
ェ
イ
H
イ）
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
出
荷
に

関
す
る
情
報
を
＿

つ
の
仕
組
み
で
分
か
り
や
す
く
確
認

で
き
る
の
が
特
長
で
す。

生
産
者
の
皆
さ
ま
は、
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
リ
「
L
I
N
E
」
を
通
じ
て、
い
つ
で
も、
ど
こ
で
も

出
荷
情
報
の
確
認
や
連
絡
が
可
能
に
な
り
ま
す。

J
A
で
は
伝
票
や
電
話、
対
面
で
の
や
り
取
り
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
情
報
共
有
を
支
え
る
新
た
な
仕
組
み

と
し
て
本
格
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
6
地
区

で
11
の
生
産
部
会、
2
1
4
人
の
部
会
員
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す。
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何ができるの？

出荷・荷受けの管理を効率化
生産者自身がスマー トフォンやパソコンから出荷

予定や荷受けデータを登録できるようになり、

紙やFAXなどの手間を削減できます。

いつでもどこでも情報共有
「nimaruJA」は、生産者とJA、市場との間で出荷情報

をリアルタイムに共有できるシステムです。

生産者はスマー トフォンやパソコンから出荷予定の作成

や連絡、内容の修正・変更を時間や場所を問わず行う

ことができます。

また出荷情報を事前に市場へ伝えることで需要に応じた

販売が可能となり、他産地に比べて高値での有利販売

にもつながります。

出荷予定の

000 

コミュニケーションもスムーズに
JAからの連絡•お知らせをスマー トフォンで受け取れ

ます。配信した情報は全て記録されるため、生産者

の皆さまとの連絡ミスを防ぎます。

生
産
者
の
負
担
軽
減
へ
新
し
い
出
荷
連
絡
の
か
た
ち 改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す。

い
ま
す
。
今
後
も、
生
産
者
と
販
売
現
場
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
の

と
な
り、
販
売
価
格
の
向
上
・
維
持
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

よ
り
効
率
的
で
安
定
し
た
集
出
荷
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り、
需
要
に
応
じ
た
販
売
が
可
能

販
売
先
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
を
進
め
て
い
ま
す。

販
売
を
実
現
す
る
た
め
、

出
荷
情
報
の
共
有
を
円
滑
化
し
、

J
A
で
は、
生
産
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
農
産
物
の
有
利

環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す。

出
荷
量
の
増
加
や
品
目
の
多
様
化
に
よ
り、
現
場
を
取
り
巻
く

日
々
の
や
り
取
り
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は

や
検
品、
事
務
処
理
な
ど、
集
出
荷
場
の
業
務
は
生
産
者
と
の

出
荷
の
連
絡
や
数
量
の
確
認、
集
出
荷
場
で
の
受
け
渡
し

信
」
旦
言

ニ

マ

ル

ジ

ェ

イ

エ

イ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
「
n

i
m
a
r
u

J

A
」

導
入
の
お
知
ら
せ

聾



し

伊豆の国果菜委員会での導入説明会の様子

「
n
i

m
a
r
u
J
A
」
は、
個
選
共
販
で
出
荷
を
行
う

部
会
で
の
活
用
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す。
一

部
の
方
の

み
の
利
用
で
は
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
に
く
い
た
め、

部
会
全
体
で
の
導
入
が
重
要
と
な
り
ま
す。

よ
り
円
滑
な
運
用
の
た
め、
部
会
で
の
導
入
に
つ
い
て

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す。

0
 生

産
部
会
員
の
皆
さ
ま
の

協
力
が
必
要
で
す

お問い合わせ

「 nimaruJA」は、個選

共販で出荷を行う生産部

会での活用に最適なシス

テムです。

導入方法や具体的な活用

内容などの詳細について

は、各地区営農経済セン

タ ー の各生産部会担当者

までお気軽にお問い合わせ

ください。

ス
マ
—
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
不
安
を
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が、
実
際
に
使
っ

て
み
る
と
難
し
い
操

作
は
あ
り
ま
せ
ん。
現
在
は
幅
広
い
年
齢
層
の
生
産
者
の

皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き、
日
々
の
出
荷
連
絡
や
確
認

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す。

o
m
い
い

いご
Q

操
用

作
中

も
安
心

®マ
JA 職員（左）と意見を交わす高橋さん

-------
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「
n
i

m
a
r
u
J
A
」
は、
ス
マ
—
ト
フ
ォ
ン
を
お
持

ち
で
L
ー
N
E

を
ご
利
用
の
方
で
あ
れ
ば、
す
ぐ
に
登
録

で
き
ま
す。
専
用
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
は
不
要
で、

手
軽
に
利
用
を
始
め
ら
れ
ま
す。

登
録
方
法
や
操
作
に
つ
い
て
は、
J
A
職
員
が
丁
寧

に
説
明
し、
導
入
後
の
活
用
ま
で
し
っ

か
り
サ
ポ
—
卜

し
ま
す。 ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
利
用

たか はし じゅん や

高橋純哉さん (46)
● 9._ ＿

．

生産者とともに、より良い集出荷体制へ

作業のシステム化は、集出荷業務の安定化につながるとともに、生産

者の皆さまとスムーズに情報共有できる環境づくりに役立ちます。さら

に、販売先への情報提供を迅速に行うことで、販売価格の 向上・維持

にもつなげていきたいと考えています。

これまで大切にしてきた対面でのつながりなど「JAらしさ」を守りながら、

これからの農業の発展に向けて、生産者の皆さまとともにより良い仕組み

づくりを進めていきます。
かつまた ゆう や

農業振興部販売戦略課勝Bこ 1憂せ！

JB FARM代表。結婚を機に夫婦で
仕事がしたいと就農を決意。神奈川県

川崎市から伊 豆の 国市に移住。元
あきこ

システムエンジニア。奥様の顕子さん

は元美容師。30歳の時に新規就農し、
16年目。現在では、就農希望の研修生

を指導する研修受入農家を務める。

伊豆の国果菜委員会

会員数58人、平均年齢約50歳。 「伊豆
の国ミニトマト」を生産する。メンバー

全員が異業種から就農した新規就農

者で構成され、それぞれ前職での経験

や強みを生かしながら、栽培技術の

向上や情報共有に取り組んでいる。

伊
豆
の
国
市
で
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
生
産
す
る

高
橋
純
哉
さ
ん。
就
農
前
は
ソ
フ
ト

開
発

に
携
わ
る
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
し
た。

所
属
す
る
伊
豆
の
国
果
菜
委
員
会
の
販
売

戦
略
チ
ー

ム
で
は、
有
利
販
売
に
向
け
て

I
T
活
用
を
検
討
す
る
中、
J
A
の
提
案

で
「
n
i

m
a
r
u
J
A
」
を
委
員
会
全
員
が

導
入。
元
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
視
点
か

ら、
そ
の
活
用
メ
リ
ッ
ト

を
伺
い
ま
し
た。

高
橋
さ
ん
は
「
n
i

m
a
r
u
J
A
」
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
「

出
荷
情
報
の
共
有
に
よ
り、

ミ
ニ
ト
マ
ト

に
”

情
報
“
と
い
う
付
加
価
値
が
加

わ
り、
有
利
販
売
に
つ
な
が
る
点」
と
話
し
ま
す。

市
場
や
小
売
店
で
は、
翌
日
の
出
荷
量
の
見
込
み
に

基
づ
い
て
販
売
先
や
売
り
場
づ
く
り
を
検
討
す
る

た
め、
事
前
の
出
荷
情
報
の
共
有
が
販
売
価
格
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す。

ま
た、
同
産
地
が
首
都
圏
に
近
い
立
地
を
生
か
し、

情
報
の
早
さ
に
加
え
て

”
鮮
度
“
の
強
み
も
発
揮。

他
産
地
と
の
差
別
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す。

さ
ら
に、
ク
ラ
ウ
ド

化
に
よ
り
紙
伝
票
が
不
要
と

な
り、
出
荷
内
容
の
変
更
も
即
時
共
有
で
き
る
な
ど

作
業
が
効
率
化。
J
A
か
ら
の
連
絡
も
L
ー
N
E

で
届
き、
情
報
共
有
や
委
員
会
内
の
連
携
強
化
に

も
役
立
っ

て
い
ま
す。
「
完
成
度
が
高
く、
高
齢
の

生
産
者
で
も
安
心
し
て
使
え
る
シ
ス
テ
ム」
と
評
価

し
ま
し
た。

情
報
が
価
値
に

販
売
価
格
の
向
上
へ
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